
      
○
県
土
木
で
は
今
年
度
調
査
予

算(

Ｒ
２
９
１
〜
ス
ー
パ
ー
海

堂
間
の
歩
道)
を
計
上
し
て
い

る
。
早
期
実
現
を
県
に
要
望
す

る
。 

◆
長
鳥
川
と
そ
の
支
流
河
川
の

河
床
と
堤
防
内
の
土
砂
及
び
雑

木
等
の
除
去
に
つ
い
て 

○
県
土
木
で
は
毎
年
計
画
的
に

実
施
し
て
い
る
が
、
全
線
一
気

に
で
き
な
い
で
い
る
。
今
後
も

県
土
木
に
要
望
す
る
。 

◆
旧
北
条
中
学
校
跡
地
及
び
グ

ラ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て 

①
特
養
施
設
ま
た
は
救
護
施
設

等
の
誘
致
を
願
い
た
い
。 

②
グ
ラ
ン
ド
は
野
球
場
と
し
て

完
全
整
備
を
願
い
た
い
。 

○
①
特
養
施
設
に
つ
い
て
は
、

第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

中
で
検
討
す
る
が
、
市
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
等
か
ら
建
設
は
困
難 

と
思
わ
れ
る
。
救
護
施
設
は
現

在
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い
。 

②
体
育
施
設
と
し
て
の
移
行
期

間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
来

年
度
は
普
通
財
産
と
し
て
管
理

す
る
。
野
球
大
会
等
は
市
内
施

設
の
有
効
活
用
を
願
い
た
い
。 

◆
市
道
２
２
―
７
１
号
線(

影

沢
の
船
岡
越
え)

の
拡
幅
及
び

ガ
ー
ド
付
近
の
改
良
に
つ
い
て 

○
現
在
、
農
村
振
興
総
合
整
備

事
業
で
は
旧
広
田
集
落
道(

ガ

ー
ド
付
近
〜
広
田
駅
付
近)

の

改
良
工
事
に
着
手
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
整
備
を

行
い
た
い
。 

◆
金
倉
農
道(

旧
広
田
〜
金
倉

山
頂
広
場
間)

の
道
路
舗
装
及

び
側
溝
改
修
に
つ
い
て 

○
作
業
道
台
帳
上
、
森
林
組
合

の
作
業
道
で
あ
る
が
、
実
態
で

は
地
元
山
林
所
有
者
の
管
理
と

考
え
ら
れ
る
。
森
林
基
道
八
石

線
の
維
持
の
一
環
と
し
て
、
市

に
お
い
て
一
般
者
の
通
行
安
全

を
主
眼
と
し
た
必
要
最
小
限
の

対
策
は
実
施
し
た
い
。 

◆
市
道
２
２
―
１
３
２
号
線 

総
代
連
絡
協
議
会
会
長 

 

寺
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信
之
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総
代
会
で
例
年
実
施
し
て
お

り
ま
す
行
政
懇
談
会
を
十
一
月

十
五
日
、
西
川
市
長
ほ
か
関
係

職
員
を
招
い
て
行
い
、
来
年
度

に
向
け
た
地
域
振
興
に
か
か
わ

る
要
望
事
項
に
対
す
る
回
答
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

内
容
を
要
約
し
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。 

(

◆
印
要
望 

○
印
回
答) 

◆
北
条
中
学
校
へ
の
通
学
路
と

し
て
の
市
道
２
２
―
６
４
号
線

(

久
之
崎)

の
早
期
整
備
に
つ
い

て ○
今
年
度
、
一
部
用
地
買
収
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
十
五

〜
十
六
年
度
の
二
ヵ
年
で
整
備

を
行
い
た
い
。 

◆
県
道
柏
崎
越
路
線(

北
条
〜

長
鳥
地
内)

の
道
路
拡
幅
及
び

段
差
の
あ
る
歩
道
改
良
に
つ
い

て 

 (

大
広
田
〜
菅
沼)

の
舗
装
工

事
に
つ
い
て 

○
予
算
の
状
況
を
見
な
が
ら
進

め
た
い
。 

◆「
エ
コ
グ
リ
ー
ン
柏
崎
夏
渡
」

の
周
辺
整
備
の
一
環
と
し
て
遊

歩
道
の
新
設
に
つ
い
て 

○
今
後
踏
査
を
し
た
う
え
で
考

え
た
い
。
補
助
事
業
な
ど
の
可

能
性
が
あ
る
か
検
討
す
る
。
用

地
の
提
供
や
維
持
管
理
な
ど
、

地
元
の
熱
意
と
ご
理
解
も
必
要

と
な
る
。 

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
い
て 

①
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置 

②
コ
ミ
セ
ン
裏
に
防
犯
灯
の
設

置 ○
①
場
所
と
し
て
は
旧
浴
室
を

改
造
し
て
平
成
十
五
年
度
に
実

施
出
来
る
よ
う
予
算
要
求
を
行

う
。 

②
平
成
十
五
年
度
の
設
置
に
つ

い
て
努
力
す
る
。 

◆
市
道
２
２
―
５
４
号
線(

鹿

島)

の
拡
幅
改
良
工
事
に
つ
い

て ○
農
林
水
産
課
で
登
城
橋
架
替

工
事
を
計
画
中
で
あ
り
、
そ
の

完
成
後
の
状
況
を
み
た
い
。 

そ
の
ほ
か
若
干
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
上

割
愛
し
ま
し
た
。 

    

栽
培
「
ギ
ン
ナ
ン
」
で 

地
域
お
こ
し 

 
 
 

ギ
ン
ナ
ン
研
究
会 

 
 
 
 

会
長 

室
賀 

則
顕 

  

今
年
の
ギ
ン
ナ
ン
は
小
粒
で

な
り
年
だ
そ
う
で
す
が
、
我
々

研
究
会
の「
桃
太
郎
ギ
ン
ナ
ン
」

は
大
粒
で
た
く
さ
ん
の
実
を
つ

け
ま
し
た
。 

 

今
春
、佐
藤
康
成
先
生(

新
潟

市
在
住)

を
迎
え
、新
会
員
の
真

貝
荘
平
さ
ん
（
大
角
間
）
の
畑

で
「
接
ぎ
木
講
習
会
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
品
種
は
日
本
で
一

番
良
い
と
い
わ
れ
る
「
喜
平
」

と
「
桃
太
郎
」
で
す
。
真
貝
さ

ん
の
木
も
あ
と
二
〜
三
年
で
実

を
つ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
会

員
の
中
で
は
百
㎏
以
上
の
ギ
ン

ナ
ン
を
出
荷
す
る
人
も
出
て
き

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
十
一
月
十
七
日
に
開

催
さ
れ
た
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
三

〇
周
年
記
念
事
業
に
は
、
ギ
ン

ナ
ン
の
消
費
拡
大
も
兼
ね
、「
ギ

ン
ナ
ン
お
こ
わ
」
を
来
場
さ
れ

た
市
民
の
皆
さ
ま
に
試
食
い
た

だ
き
好
評
で
し
た
。
ギ
ン
ナ
ン

の
つ
か
み
取
り
も
大
人
気
で
し

た
。 

 

身
体
に
良
い
ギ
ン
ナ
ン
を
冬

の
料
理
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。    

(１) 平成 14 年 12 月５日発行            山   な   み                               第 291 号

ふ れ あ い と 福 祉 の ま ち 北 条 

こ
ん
に
ち
は
総
代
会
で
す 

市
長
市
長
市
長
市
長
をををを
囲囲囲囲
ん
で
の

ん
で
の

ん
で
の

ん
で
の
行
政
懇
談
会
開
催

行
政
懇
談
会
開
催

行
政
懇
談
会
開
催

行
政
懇
談
会
開
催  


